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 コロナ禍の今年は、まだ先の見えない日が続くのかもしれません。ちいき

のなかまは、コロナ禍で見えた社会の矛盾から目を逸らさずに、コロナ後の

社会を展望し、子どもたちの幸せを願い活動を続けたいと思います。 

 昨年来、感染の拡大とともに社会環境は大きく変化し続けています。私た

ちはこの社会の脆弱性に気づきました。ネット上、そして現実社会にある差

別や排除、人の心の闇の存在に悲しみを感じつづけています。この感染症は、多くの命

や大事なものを奪うだけでなく、社会に危機的な状況をもたらしています。 

 このようなことは誰にも初めてのことで皆不安です。個々人の不安は社会への不信を

もたらし、社会が安全ではなくなってしまいます。その中で、ちいきのなかまは「皆が

元気でコロナ禍を生き抜くこと」、そして地道にコツコツ、誰かが発信するSOSに応え

支援する毎日を重ねていきます。幸い私たちは仲間のみなさんに恵まれています。皆さ

んたちの元気に支えてもらいながら頑張りたいと思います。 

核家族化が進んで久しい現在、第一子目の出産前に子どもや子育てに

「接したことがない・あまりない」方の割合が65％（ちいきのなかま調

べ）にも達しています。さらにはコロナ禍で集まって学ぶ機会までも少

なくなっており「わからないから不安」という方向け「出張両親学級」

を11月に開始。 

12月19日 初めての訪問で、これまで赤

ちゃんとの接点がほぼ無かったというご

夫婦のお宅に訪問しました。 

子育てを考え続けている近所の先輩ママとしてお伝え

しました。ご夫婦からは「両親学級を受けたことが無

く産後の生活に不安があったが、具体的な方法を教え

てもらい理解ができた」と言っていただきました。 

出張両親学級の経費はご寄付を活用し、本人負担額

1,000円／回で実施します。周りで初めての子育てが不

安な方いらっしゃったらご紹介ください。ベビー人形

を連れて訪問します。 

出産を控えたご家族向け「出張両親学級」を開始しました！ 

内容 

・出産後の子育て 

・産後のママの身体の変化・

赤ちゃんのお世話・子どもの

発達・産後の夫婦について・

頼れる先の情報提供 

・実習：抱っこやおむつの替

え方、お洋服の着せ方などの

実習 
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いらすとでみるちいきのなかま「○○のこ～んなかんじ」 

ちいきのなかまの周りで起こる出来事をイラストで紹介☆ 

家事サポート こ～んなかんじ 

 

 産前産後より、「育児等支援サービス」「家事サポート」「ファミサポ」など、必要に応じた  

支援を受けられている利用者のみなさんの「つぶやき」を集めました。ぜひお聞きください。 

 〇第1子目の経験を経て、第2子目の産後に夫や上の子に当たることを避けたかった。食事の準

備ができているという事や日常会話をサポーターの方とすることができる事により心に余裕が

でき穏やかに過ごすことができている〇ずっと（サポーターに）いてほしい〇夫が「無料でこ

こまでしてもらえるの？」と言った〇作ってもらった料理写真を実家の母に見てもらったら、

「私が行くよりもいいじゃない」と言われた〇私子育て向いてないと思うんです…〇家事につ

いて何も学ばず今に至っているので、料理についても教えてほしい〇支援を受けることで様々

な人の経験や知識を知ることができ、上の子の問題行動等ひとつひとつに落ち着いて向き合え

ている〇食事を作ってもらえていることで、週末に家族で過ごす時間が有意義になっている〇

（クリスマスに食事作りをしたとき）このお料理が私にとってクリスマスプレゼントです〇

（食事作りに入った後）夫はやはり自分が作った料理が食べたいというので、子どもの見守り

をお願いして自分がはまって料理をしたら、いい気分転換になった〇出産前に支援に入っても

らえているので、産後の話も聞くことができ不安が軽くなった〇これまで常に人に接する生活

をしていたので、産後の赤ちゃんと二人きりの生活が想像できない。育児支援サービスが終

わってもファミサポなど人に来てもらう事は続けたい〇話を聞いてもらえるだけでも有難い。

（転勤族の方）〇おかずをたくさん作ってもらえるのは有難い。家族でよく食べています。 



 

  

 

 2020年11月19日に実施されたファミサポ事業受託事業者選考会を経て、当法人は2021

年度～2023年度までファミサポ事業を受託することになりました。日頃応援していただ

いている皆様に良い結果をご報告できこの上なく幸せです。 

 今後3年間「提案書」に基づいてファミサポ事業に取り組みます。全てはご紹介できま

せんが、提案書の中の理念的な箇所と審査の総評のポイントをお伝えします。 

【提案書より「応募の動機」】 

 

〇ファミリーサポートセンター事業は現在そして将来にわたって地域になくてはならない支
援事業になっている。開始当初からこのシステム構築に貢献してきた実績と未来志向のビ
ジョンを持って、更なる発展に貢献したいと考えている。 

〇当事業は、そもそも子育て中の女性たちが問題の当事者として提案し実施され、今に至っ
ている。当事者である「気づき」「共感」が、これまで重要な事業の土台だった。 

〇実際、本事業の支え手である提供会員（地域住民）は自身の経験に基づき、支援を求める
母親たちの苦労に共感の言葉を伝え、寄り添う支援の実績を重ねてきた。支援の結果として
感謝の言葉を受けとめた支援者は自身の人生を肯定でき癒され、やりがいを感じながら地域
貢献を重ねている。支援者を突き動かす「当事者性、そして主婦性」が当事業の原動力であ
るし支援の質を高めてきた。 

〇支援者・アドバイザーともに長い経験の蓄積の上にスキルを向上させてきた。受託団体も
良い支援を下支えできるようにとマネジメントスキルを高めてきたと思う。会員さらには市
内外関係者から「信頼できる支援」「組織」という評価を頂いており、今後も佐世保市の地
域子育て支援の発展に貢献できると確信している。是非、当法人を活用していただきたい。 

〇一方でAIの進化や社会構造の変化、さらにはコロナ感染拡大に伴い、新たな変革が求めら
れる今、これまでの経験と実績だけで今後の子育て支援事業に貢献できない。常に組織の改
革を目指す。 

〇ほんわかイメージの事業ながら実際はデータとリスク管理が主要で重要な業務になった。
家族や子どもと向き合う現場、そこで過去にはなかったリスクが発生する。その対応の中で
リスクマネジメントの重要性を実感している。当事業が重要な事業であることを誰よりも知
る者として、安心・安全・信頼できるシステムを今後につなげていくために貢献させていた
だきたいと考えている。 

○とはいえ、生物としてのヒトの子産み・子育ての営み・子どもの発達のプロセスは環境の
影響は受けつつも一朝一夕で大きく変化するものではない。ヒトの育ちに必要不可欠な共同
体の育みを保障する「温かな支援の仕組み」として当事業を実施したい。  

【選考会の総評のポイント】 

○活動理念や施策の推進の考え方が高評価できる。 

○職員の年齢構成のバランスがよい 

○ヒヤリングにおけるコミュニケーションスキルも信頼を高めた。 

ファミサポ事業は子どもの預かり事業であると同時に、人がつながるコミュニティづくり
に貢献する事業です。その点が審査のひとつのポイントでした。予算は限度額めいっぱい
立てていたので、もし低価格が評価のポイントだったらちいきのなかまは選考から落ちて
いたと思います。コロナ後の市の財政は一層厳しさを増すことと思います。そのような
中、評価し託していただいたことに感謝し、お仕事でお返ししたいと思いました。 



●これからのイベントや講座の予定● 

編集後記    

NHKで1/3放映された英雄たちの選択「古代人のこころを発掘せよ」を見て

縄文土器に生命力を感じ、土偶に癒されました。古代の

人々は意識せずに「今を生きる」ことができた人たちなの

だと思います。子どもの頃に暮らした長野県の八ヶ岳周辺

には今もたくさんの遺跡があり、接する機会がたくさんあ

りました。なので、小学生の頃から古代史は遠い過去では

ありませんでした。土偶の表情のほほえましさ、姿の愛ら

しさは古代の人々の生命への想いが素直に表現されたものとして私たちの心に

も響いてきます。土器の文様は植物の生命力の姿で力強さを感じます。命をい

とおしいと思う心は私たちが古代に学ぶべきことの一つだと思いました。                  

NPO法人ちいきのなかま 

         入会・会員（正・賛助）会員継続のご案内 
         正会員：総会議決権あり 入会金\1,000 年会費￥6,000 

         賛助会員：総会議決権なし 年会費￥3,000 

         主な特典：各種事業会員特別料金にてご優待      

連絡先  NPO法人ちいきのなかま 

                                                                                                                             
〒857—0022長崎県佐世保市山手町9-19 

携帯 090-9498-3608                                                                                                                             
E-mail:chiikinonakama@basil.ocn.ne.jp 

HP:http://chiikinonakama.boo.jp/ 

イベント名 日時 会場 内容 

ぼちぼちヨガ教室 
1月18・25日
（月） 

ボランティア 

センター別館 

定期開催 

参加費￥500 会員外￥800 

おもちゃ図書館 
1月19日（火） 

10:00頃から 
ファミサポ事務所 参加費無料 

● 赤い羽根共同募金 テーマ別募金ご協力のお願い ● 

今年も赤い羽根共同募金協力お願いの時期になりました。今回の寄付は下記の用途で活
用いたします。ぜひご協力をお願いします。 

(1) 家事サポート利用の時の補助 

(2) 「訪問型両親学級」の実施 

 今年度はコロナ禍で里帰り出産ができない、または遠隔地の祖父母の協力が得られな
い方への支援への補助が10月からスタート。皆さんからのご寄付はその補助の対象外の
方にお届けします。そして、コロナ禍、母親学級等、親になるための学びの場に参加し
づらい状況が続く中、出産、退院後に不安ありの方に訪問、情報提供いたします。ちい
きのなかまが提供できる情報は生活をベースに子育ての暮らしのごく基本的な事からお
伝えしていきます。孤立化により追いつめられることのないよう、アフターフォローも
行います。  主旨をご理解いただき、ご寄付へのご協力をお願いいたします。 


